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 小稿では、これらの視点とは異なり、一人当たり GDP と政治体制の変遷との関係を見る逆
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2．政治・経済学的視点 
 




う五つの観点から、それぞれ 10 点満点で点数評価し、その総合点で 167 カ国に順序をつけ、
完全民主主義（25 カ国）、欠陥のある民主主義（53 カ国）、混合政治体制（37 カ国）、独裁政治
制度（52 カ国）の 4 グループに分類する 1 。これらの情報から、地球上で完全民主主義が定
着している国は 25 か国で、世界全体の 15.6 ％、人口の割合では 12.3 ％に過ぎない。一方、独
裁体制は、その形態はさまざまではあるが、国の数で 55 ％、人口の割合は 32.9 ％に達してい
る。 
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3．共同体と三層構造 
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2 例えば、第二層の政治システムに関しては、自由・公正な選挙によって政権交代可能な政治システムを
指摘することができようか。 
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生の象徴としての EU の公用語について付記しておく。 
 「EU 組織のなかで最も多くの通訳が働いているのは欧州委員会である。05 年時点で正規雇
用の通訳 500 人の他にフリーランスの通訳 2,700 人と契約している。----各国の公用語は EU の
公用語とする。EU の公用語は現在 20 か国語」（脇坂紀行（2006, pp.15-17）：2012 年現在 27
加盟国、25 の公用語）。 
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3.2  ASEAN 共同体 
 
 ASEAN（10）共同体の基本法に相当する ASEAN 憲章はさまざまな課題を抱えながらも、


















 ヨーロッパにおける欧州連合（EU）の拡大と深化、他方、アメリカにおける NAFTA の存
在および米州自由貿易地域（FTAA：Free Trade Area of the Americas）構想を背景として、
東アジアにおいても、自然発生的な地域統合から制度的地域統合をめぐる議論が活発化してい
る。その一つが東アジア共同体（East Asian Community：EAC）である。ここで、東アジア
とは ASEAN（10）に日本、韓国、中国を加えた 13 か国をさす。ただし、これにオーストラリ
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脱しようとする遠心力によって地域主義への求心力が凌駕されることになれば、地域共同体の
拠り所が消散しかねないからである。以下では、後者の 13 か国をさすことにする。 
 ASEAN 共同体の拡大版である東アジア共同体を三層構造の視点から見れば、ASEAN 共同













 世界中には 200 前後の国家が存在する。EIU の Democracy Index によると、そのうち完全
民主主義が定着しているのは 25 か国に過ぎない。一方、独裁体制国は 55 ％に達し、30 ％以上
の国々がその中間に位置する政治的に未成熟な状態にある。このように、世界の政治体制は全
体としては独裁的な色彩が色濃いと言ってもさしつかえない。 
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